
・初めて聞く内容も多く、組
合について学ぶことができた
・グループワークの時間がも
う少しほしかった
・「もし労働組合がなかった
ら？」の例がわかりやすかっ
たので、新入組合員への学
習会や資料の参考にしたい
・各職場について話せる機会
があればよかった…

「山陰ジオパークを世界に」
　私は、８月２９日に和歌山市で開催された関西広域連
合(奈良県・三重県を除く近畿５県と鳥取県、徳島県、
関西の４政令市の１１団体構成)議会の８月定例会に鳥
取県選出の３議員の１名として出席しました。
　鳥取県議会を代表し、関西広域連合として山陰海岸
ジオパーク活動を推進し、認知度を高めていくため、
ＰＲ活動の強化や関西広域連合が連携し一体となって
取り組むことの重要性を訴えるとともに、世界ジオパーク
再審査に向けての取組強化などについて、担当の平井
鳥取県知事に対し
強く迫りました。

　民主党鳥取県連代表として、先ずは、連合のみなさんに
は、政治活動を支えていただいていることに感謝を申し上
げたいと思います。
　政権当時、県連の幹事長をしていた頃は、政府並びに
党への要望面談の受け付け、その回答等に日々翻弄され、
自らの政治活動には厳しいものがありましたが、今では、
一抹の寂しさを感じる日々です。
　政権は失いましたが、改めて、政策的にも有能な地方議
員の同志とともに、連合のみなさんのご理解をいただきな
がら、県連として政治活動の原点を模索しながら歩みをは
じめて行きたいと考
えています。

　

最
近
の
天
気
は
今
ま
で
以
上
に
変
化

し
て
い
る
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
自
然
災

害
に
悩
ま
さ
れ
、
人
間
の
ち
っ
ぽ
け
さ

を
再
認
識
し
た
。
人
間
に
よ
る
自
然
環

境
に
対
す
る
悪
行
に
地
球
も
怒
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
▼
ね
じ
れ
国
会
が
解
消
さ

れ
与
党
の
独
裁
政
権
が
始
ま
っ
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
憲
法
を
自
由
に
変
え
、

某
大
国
の
傘
下
・
手
駒
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
は
か
な
り
の
確
率
で
実

行
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
可
能
性
を
あ

げ
た
の
は
国
民
の
判
断
で
あ
る
。
本
当

に
戦
争
に
お
け
る
唯
一
の
原
爆
投
下
国

と
し
て
の
認
識
が
あ
る
の
か
。
自
然
界

に
対
す
る
力
は
無
力
で
も
、
対
人
間
で

あ
れ
ば
話
は
別
で
あ
る
、

50
年
・
100
年
後
の
子
孫

へ
自
慢
で
き
る
も
の
を

残
す
た
め
に
も
人
間
と

し
て
の
常
識
・
心
あ
る

判
断
を
。
（
独
り
言
）

中国労金鳥取県推進委員会／楮原さん中国労金鳥取県推進委員会／楮原さん中国労金鳥取県推進委員会／楮原さん

6月議会の様子6月議会の様子6月議会の様子 関西広域連合議会にて関西広域連合議会にて関西広域連合議会にて

　

連
合
鳥
取
は
、８
月
24
日（
土
）、倉
吉
未
来
中
心
に
お
い
て「
連
合
鳥
取
第
９

回
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
し
た
。各
産
別
よ
り
20
歳
代
か
ら
40
歳

代
の
組
合
役
員
41
人（
内
女
性
３
人
）が
参
加
し
、労
働
組
合
の
必
要
性
と
存

在
意
義
、リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
の
た
め
の
人
間
力
に
つ
い
て
講

義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。

植樹祭のご案内
「大山ふれあいの森づくり」

植樹祭のご案内
(主催/大山横手道上ブナを育成する会) 

秋の1日大山で
ボランティア活動に参加しよう

「大山ふれあいの森づくり」

10月27日(日) 9時～12時（予定）
大山横手道上
・250 本程度の植樹作業
・大山桝水フィールドステーション
横元キャンプ場へ移動して昼食&
交流
東部・中部・西部より貸し切りバス
を予定。詳しい日程が決まり次第、
産別を通じてご案内します。
※ご家族での参加大歓迎(^O^)

と　き
ところ
内　容

その他

　

開
会
に
あ
た
り
、
五
十
嵐
会
長
が
こ
の

会
の
意
義
を
踏
ま
え
た
基
調
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
続
い
て
富
士
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
の
鈴
木
晴
彦
常
務
理
事
を
講
師
に
迎

え
、
講
義
と
２
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
「
労
働
組
合
の
意
義
と
社

会
改
革
の
原
点
」
と
し
て
働
く
者
の
権

利
、
労
働
組
合
の
必
要
性
と
存
在
価
値
、

労
働
運
動
の
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
再

確
認
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
８
班
に
分
か

れ
、
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
と

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
一
つ
目
の
テ
ー
マ
「
も
し
、

労
働
組
合
が
な
か
っ
た
ら
？
」
に
基
づ

い
て
、
３
つ
の
ケ
ー
ス
「
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
に
勤
め
て
い
る
ら
し
い
」
「
来
月
か

ら
来
な
く
て
い
い
と
言
わ
れ
た
」
「
パ

ワ
ハ
ラ
じ
ゃ
な
い
の
？
」
に
つ
い
て
、

労
働
組
合
の
な
い
会
社
に
勤
め
て
い
る

友
人
か
ら
相
談
さ
れ
た
立
場
で
対
応
策

を
話
し
合
い
ま
し
た
。
各
班
か
ら
の
発

表
は
当
事
者
と
友
人
が
会
話
す
る
ケ
ー

ス
で
行
わ
れ
、
リ
ア
ル
な
演
技
や
、
友

人
に
「
一
緒
に
連
合
に
相
談
に
行
こ

う
！
」
と
ま
と
め
て
会
場
を
沸
か
せ
た

班
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
つ
目
の
テ
ー
マ
「
リ
ー
ダ
ー
に
求

め
ら
れ
る
人
間
力
」
で
は
、
２
つ
の

ケ
ー
ス
で
の
リ
ー
ダ
ー
の
対
応
方
法
に

つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
職

場
に
お
け
る
コ
ー
チ
ン
グ
の
考
え
方
や

組
合
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
切
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
組
合
活
動

に
限
定
す
る
も
の
で
な
く
「
『
試
行
錯

誤
し
て
失
敗
か
ら
学
ぼ
う
』
と
い
う
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

動
を
起
こ
す
こ
と
で
様
々
な
環
境
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
若
手
組
合

員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
労
働
運
動
と
は
車
の
両
輪
の

「
労
金
運
動
」
お
よ
び
「
全
労
済
の
誕

生
の
経
緯
と
意
義
」
に
つ
い
て
講
義
を

行
い
ま
し
た
。
労
金
運
動
で
は
、
「
労

金
推
進
委
員
会
の
役
割
」
に
つ
い
て
鳥

取
県
推
進
委
員
会
の
楮
原
昌
宏
委
員
長

が
、
さ
ら
に
、
「
賢
い
消
費
者
を
め
ざ

そ
う
」
と
題
し
て
中
国
労
働
金
庫
倉
吉

支
店
の
山
本
健
太
さ
ん
が
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
全
労
済
運
動
に
つ
い
て
は
「
全

労
済
運
動
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
の
労
働

組
合
運
動
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
全
労
済
鳥
取
県
本
部
の
木
岡
繁

男
専
務
執
行
役
員
に
講
演
い
た
だ
き
、

全
講
義
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

閉
会
の
ま
と
め
で
は
、
連
合
鳥
取
広

報
教
育
局
の
佐
貫
局
長
が
「
有
意
義
な

会
で
あ
っ
た
。
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
は

隔
年
で
の
取
り
組
み
な
の
で
、
是
非
、

各
産
別
で
も
同
様
な
セ
ミ
ナ
ー
を
持
っ

て
欲
し
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　連合鳥取は「第９回執行委員会
（2013.8.22）」において、今年10月
６日投開票の倉吉市・北栄町議会
議員選挙に左記の予定候補者を推
薦することを決定しました。 
　組合員のみなさまはもとより、ご
家族、友人、知人のみなさまからの
ご支援をよろしくお願いします。 

連合鳥取 第21回定期大会 11月22日（金）開催予定

　今年４月21日に実施された湯梨浜町議会議員選挙で当選された 酒井幸雄 さんについて、ＪＡＭ山陰より
「ＪＡＭの組織内議員とする」旨の報告と、「連合鳥取推薦議員としての取り扱い」の要請がありました。
　「第９回執行委員会（2013.8.22）」で協議の結果、「推薦議員」とすることを決定いたしました。
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連合鳥取2013春季生活闘争 要求･回答･妥結状況　【７月31日現在　最終】
○調査対象　123組合　　　○登録組合　108組合

○要求提出組合　　　78組合⇒平均賃上げ方式 73組合、個別賃金方式 5組合
○回答・妥結組合 　  71組合⇒平均賃上げ方式 66組合、個別賃金方式 5組合
○要求未提出、賃金カーブ維持分を確認 14組合　　　　　 ○人勧準拠 1組合

○平均賃上げ方式（ベアのみ登録組合）

■一時金（業績連動式） ＝ 5組合（年間分　2組合、半期分　0組合、区分不明　3組合）

賃　金

○要求提出組合　　　年間　39組合、夏季　9組合
○回答・妥結組合　　年間　35組合、夏季　6組合

○要求提出　4組合　　水準目標をクリアしていないが要求せず 5組合
○回答・妥結　　現状維持 2組合

一時金

地域ミニマム賃金

○要求提出　96組合、要求せず労使協議 5組合、何もしていない 7組合、人勧準拠 1組合連合鳥取重点取り組み課題

組合員のみ組合員のみ （1）
（0）（0）

（7）
パート等含む全従業員※対象者　パート等含む全従業員

○協定化した○取り組む協定化 1組合9組合
組合員のみ組合員のみ （3）

（0）
（5）

パート等含む全従業員※対象者　パート等含む全従業員水準引き上げ （3）
○水準引上げた○取り組む企業内最低賃金 4組合15組合
○その他の改善○その他の取り組み 2組合7組合
○処遇改善○処遇改善

非正規労働者への取り組み
7組合16組合

回 答 ・ 妥 結取り組みレベル取り組み項目 組合数組合数

○取り組む組合員化 5組合
○取り組む制度導入 18組合 ○春闘とは別途、継続協議

65歳まで雇用確保
4組合

○制度導入 7組合

○所定労働時間短縮
○取り組む時間外割増率引上げ 8組合

○付与日数増日
○取り組む所定労働時間短縮

1組合
2組合5組合

○取り組む年休付与日数増

23 1.44236,36299人以下

単
純
平
均

夏　
　

季

単
純
平
均

年　
　

間

299～100人
300人以上
従業員 計

計

99人以下
299～100人
300人以上
従業員

一　時　金
回　答　・　妥　結

集計組合数集計組合数 集計組合数 月　数金額（円）

2 2.31384,157
01 -120,0000 1.50-
12 0.50416,5002 1.50650,000
36 1.44277,0144 2.19517,078
71 3.46940,0003 4.17391,333
126 3.86643,3154 4.90714,000
66 3.561,043,7766 4.631,176,378
2513 3.68850,965

組合数
要　　　求
金額（円） 組合数

回答・妥結
金額（円）

3 1,132 3 233

13 4.60852,944

要　　　　　　求

集計組合数 月　数

6
1
1
8
9
12
9
30

金額（円）

平均賃上げ方式
（体系維持相当＋賃金改善）

3組合
○取り組む年休の取得促進 11組合
○取り組む時間外労働削減 9組合

総実労働時間短縮
回 答 ・ 妥 結取り組みレベル取り組み項目 組合数組合数

99人以下

単
純
平
均

回
答
・
妥
結

単
純
平
均

要　
　

求

299～100人
300人以上
従業員 計

計

99人以下
299～100人
300人以上

平均賃上げ方式

組　合　平　均 従業員

820 1.9723 2,800

集計組合数集計組合数
率（％）組合数 金額（円）

1113 1.5816 3,276
1521 1.5324 3,872
3454 1.6563 3,331
1622 2.3229 4,775
1214 2.3917 5,221
1822 2.6624 6,080
4658 2.4770 5,378

〈8月3日(土)
　　　　／さざんか会館:180人〉
・映画「戦争をしない国 日本」上映
・集会アピール採択(写真上)
・ピースウォーク(デモ行進)等

〈8月3日(土)
　　　　／さざんか会館:180人〉
・映画「戦争をしない国 日本」上映
・集会アピール採択(写真上)
・ピースウォーク(デモ行進)等

〈8月5日(月)～6日(火)
　　　　　　　／広島市:21 人〉
・ピースウォーク
・被爆路面車乗車学習会
・連合 2013 平和広島集会

〈8月5日(月)～6日(火)
　　　　　　　／広島市:21人〉
・ピースウォーク
・被爆路面車乗車学習会
・連合 2013 平和広島集会

〈8月8日(木)～9日(金)
　　　　　　　　／長崎市:4人〉
・連合 2013 平和長崎集会

※詳しくは、連合鳥取事務局へお問い合わせください。※詳しくは、連合鳥取事務局へお問い合わせください。

◇内　容・島根原子力発電所見学　・弓ヶ浜海岸清掃
◇実施日 2013年9月21日(土)

青年委員会「列島クリーンキャンペーン」

◇日　時 10月11日(金)
受付 9時30分～　開会10時00分～

◇場　所米子市東山公園 スポーツ広場

鳥取高退連「第22回グラウンドゴルフ大会」

鳥取県内在住、鳥取県内の事業所に勤務する勤労者及び退職者・家族であ
ればどなたでも出品できます。
・写真 ・洋画 ・日本画 ・書道　※審査対象外の「わたしの熱中作品展」も募集
　10月1日(火)～11月8日(金)必着
　　　　労福協事務局
　　　　TEL/0857-27-4188　　HP/http://tottori.rofuku.net/

◇出品資格者

◇部　　　門
◇出品申込期間
◇問い合わせ・申込先　

────────────── 〈作品募集〉 ──────────────

◇会　　　期
◇場　　　所

12月1日(日)～8日(日) 9時～17時　※12月2日(月)は休館日
倉吉博物館　　　　◇入館料　無料

───────────── 〈勤労者美術展〉 ─────────────

第60回勤労者美術展〈主催／（一財）鳥取県労働者福祉協議会〉

◇雨天の場合は10月15日(火)に延期 参加者募集！

【契約社員・女性・20代】
　職場の上司に何度も「２人きりで飲もうよ」と誘われます。そ
の度に予定があると断ってきましたが、そのうち上司の気分を
害して、次回契約の更新をしてもらえないのでは？と心配です。
常日頃、「可愛いよね」とか言われて、肩や手を触られたりす
るので、２人きりで飲むことは恐いです。どこに相談すればよ
いでしょうか？ 

　８月９日（金）、五十嵐会長、田中事務局長が鳥取県庁にお
いて、33項目にわたる「2014年度政策・制度要求」を平井鳥
取県知事に手渡しました。 
　今後、それぞれの項目について、担当部局と交渉を行い、
連合の求める「みんなが安心して働き暮らせる社会」に向け
協議を行っていきます。 

　セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）とは、受ける側の意に反する「性的な言動」を意味するものです。セクハラを受けた場合
の相談窓口には、 
①労働組合 ②会社のセクハラ相談窓口・産業カウンセラー ③労働局「雇用均等室」 ④労政事務所 ⑤弁護士 等 があります。 
　さらに、セクハラ行為が不法行為にあたると判断されれば、加害者本人だけでなく、会社にも使用者責任があり、加害者の行為に
対する損害賠償を請求することが可能です。また、職場環境配慮義務違反にあたると判断される場合も、損害賠償の支払いを求め
ることができます（民法709条、715条、415条）。当然、刑法に違反する場合には、加害者は刑事責任を問われることとなります。 
セクハラを受けた場合は、 
①客観的に事実確認ができる証拠や、相手とのやりとりの詳細な記録を残す 
②相手が受ける側に嫌がられているという認識がなかったり、トラブルになった時に合意の上だったと主張することもあるため、
セクハラを受けたらきちんと相手に拒否の意思表示をすることも大切 です。 

男女雇用機会均等法第11条／ 
　事業主は、職場において行われる性的な言動に対するその雇用する労働者の対応により当該労働者がその労働条件につき不利益を受け、
　又は当該性的な言動により当該労働者の就業環境が害されることのないよう、当該労働者からの相談に応じ、適切に対応するために必要
　な体制の整備その他の雇用管理上必要な措置を講じなければならない。 
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連合鳥取2013春季生活闘争 要求･回答･妥結状況　【７月31日現在　最終】
○調査対象　123組合　　　○登録組合　108組合

○要求提出組合　　　78組合⇒平均賃上げ方式 73組合、個別賃金方式 5組合
○回答・妥結組合 　  71組合⇒平均賃上げ方式 66組合、個別賃金方式 5組合
○要求未提出、賃金カーブ維持分を確認 14組合　　　　　 ○人勧準拠 1組合

○平均賃上げ方式（ベアのみ登録組合）

■一時金（業績連動式） ＝ 5組合（年間分　2組合、半期分　0組合、区分不明　3組合）

賃　金

○要求提出組合　　　年間　39組合、夏季　9組合
○回答・妥結組合　　年間　35組合、夏季　6組合

○要求提出　4組合　　水準目標をクリアしていないが要求せず 5組合
○回答・妥結　　現状維持 2組合

一時金

地域ミニマム賃金

○要求提出　96組合、要求せず労使協議 5組合、何もしていない 7組合、人勧準拠 1組合連合鳥取重点取り組み課題

組合員のみ組合員のみ （1）
（0）（0）

（7）
パート等含む全従業員※対象者　パート等含む全従業員

○協定化した○取り組む協定化 1組合9組合
組合員のみ組合員のみ （3）

（0）
（5）

パート等含む全従業員※対象者　パート等含む全従業員水準引き上げ （3）
○水準引上げた○取り組む企業内最低賃金 4組合15組合
○その他の改善○その他の取り組み 2組合7組合
○処遇改善○処遇改善

非正規労働者への取り組み
7組合16組合

回 答 ・ 妥 結取り組みレベル取り組み項目 組合数組合数

○取り組む組合員化 5組合
○取り組む制度導入 18組合 ○春闘とは別途、継続協議

65歳まで雇用確保
4組合

○制度導入 7組合

○所定労働時間短縮
○取り組む時間外割増率引上げ 8組合

○付与日数増日
○取り組む所定労働時間短縮

1組合
2組合5組合

○取り組む年休付与日数増

23 1.44236,36299人以下

単
純
平
均
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季

単
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平
均

年　
　

間

299～100人
300人以上
従業員 計

計

99人以下
299～100人
300人以上
従業員

一　時　金
回　答　・　妥　結

集計組合数集計組合数 集計組合数 月　数金額（円）

2 2.31384,157
01 -120,0000 1.50-
12 0.50416,5002 1.50650,000
36 1.44277,0144 2.19517,078
71 3.46940,0003 4.17391,333
126 3.86643,3154 4.90714,000
66 3.561,043,7766 4.631,176,378
2513 3.68850,965

組合数
要　　　求
金額（円） 組合数

回答・妥結
金額（円）

3 1,132 3 233

13 4.60852,944

要　　　　　　求

集計組合数 月　数

6
1
1
8
9
12
9
30

金額（円）

平均賃上げ方式
（体系維持相当＋賃金改善）

3組合
○取り組む年休の取得促進 11組合
○取り組む時間外労働削減 9組合

総実労働時間短縮
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4658 2.4770 5,378
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　　　　　　　／広島市:21 人〉
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◇場　所米子市東山公園 スポーツ広場
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鳥取県内在住、鳥取県内の事業所に勤務する勤労者及び退職者・家族であ
ればどなたでも出品できます。
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　職場の上司に何度も「２人きりで飲もうよ」と誘われます。そ
の度に予定があると断ってきましたが、そのうち上司の気分を
害して、次回契約の更新をしてもらえないのでは？と心配です。
常日頃、「可愛いよね」とか言われて、肩や手を触られたりす
るので、２人きりで飲むことは恐いです。どこに相談すればよ
いでしょうか？ 

　８月９日（金）、五十嵐会長、田中事務局長が鳥取県庁にお
いて、33項目にわたる「2014年度政策・制度要求」を平井鳥
取県知事に手渡しました。 
　今後、それぞれの項目について、担当部局と交渉を行い、
連合の求める「みんなが安心して働き暮らせる社会」に向け
協議を行っていきます。 

　セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）とは、受ける側の意に反する「性的な言動」を意味するものです。セクハラを受けた場合
の相談窓口には、 
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　さらに、セクハラ行為が不法行為にあたると判断されれば、加害者本人だけでなく、会社にも使用者責任があり、加害者の行為に
対する損害賠償を請求することが可能です。また、職場環境配慮義務違反にあたると判断される場合も、損害賠償の支払いを求め
ることができます（民法709条、715条、415条）。当然、刑法に違反する場合には、加害者は刑事責任を問われることとなります。 
セクハラを受けた場合は、 
①客観的に事実確認ができる証拠や、相手とのやりとりの詳細な記録を残す 
②相手が受ける側に嫌がられているという認識がなかったり、トラブルになった時に合意の上だったと主張することもあるため、
セクハラを受けたらきちんと相手に拒否の意思表示をすることも大切 です。 

男女雇用機会均等法第11条／ 
　事業主は、職場において行われる性的な言動に対するその雇用する労働者の対応により当該労働者がその労働条件につき不利益を受け、
　又は当該性的な言動により当該労働者の就業環境が害されることのないよう、当該労働者からの相談に応じ、適切に対応するために必要
　な体制の整備その他の雇用管理上必要な措置を講じなければならない。 



・初めて聞く内容も多く、組
合について学ぶことができた
・グループワークの時間がも
う少しほしかった
・「もし労働組合がなかった
ら？」の例がわかりやすかっ
たので、新入組合員への学
習会や資料の参考にしたい
・各職場について話せる機会
があればよかった…

「山陰ジオパークを世界に」
　私は、８月２９日に和歌山市で開催された関西広域連
合(奈良県・三重県を除く近畿５県と鳥取県、徳島県、
関西の４政令市の１１団体構成)議会の８月定例会に鳥
取県選出の３議員の１名として出席しました。
　鳥取県議会を代表し、関西広域連合として山陰海岸
ジオパーク活動を推進し、認知度を高めていくため、
ＰＲ活動の強化や関西広域連合が連携し一体となって
取り組むことの重要性を訴えるとともに、世界ジオパーク
再審査に向けての取組強化などについて、担当の平井
鳥取県知事に対し
強く迫りました。

　民主党鳥取県連代表として、先ずは、連合のみなさんに
は、政治活動を支えていただいていることに感謝を申し上
げたいと思います。
　政権当時、県連の幹事長をしていた頃は、政府並びに
党への要望面談の受け付け、その回答等に日々翻弄され、
自らの政治活動には厳しいものがありましたが、今では、
一抹の寂しさを感じる日々です。
　政権は失いましたが、改めて、政策的にも有能な地方議
員の同志とともに、連合のみなさんのご理解をいただきな
がら、県連として政治活動の原点を模索しながら歩みをは
じめて行きたいと考
えています。

　

最
近
の
天
気
は
今
ま
で
以
上
に
変
化

し
て
い
る
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
自
然
災

害
に
悩
ま
さ
れ
、
人
間
の
ち
っ
ぽ
け
さ

を
再
認
識
し
た
。
人
間
に
よ
る
自
然
環

境
に
対
す
る
悪
行
に
地
球
も
怒
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
▼
ね
じ
れ
国
会
が
解
消
さ

れ
与
党
の
独
裁
政
権
が
始
ま
っ
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
憲
法
を
自
由
に
変
え
、

某
大
国
の
傘
下
・
手
駒
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
は
か
な
り
の
確
率
で
実

行
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
可
能
性
を
あ

げ
た
の
は
国
民
の
判
断
で
あ
る
。
本
当

に
戦
争
に
お
け
る
唯
一
の
原
爆
投
下
国

と
し
て
の
認
識
が
あ
る
の
か
。
自
然
界

に
対
す
る
力
は
無
力
で
も
、
対
人
間
で

あ
れ
ば
話
は
別
で
あ
る
、

50
年
・
100
年
後
の
子
孫

へ
自
慢
で
き
る
も
の
を

残
す
た
め
に
も
人
間
と

し
て
の
常
識
・
心
あ
る

判
断
を
。
（
独
り
言
）

中国労金鳥取県推進委員会／楮原さん中国労金鳥取県推進委員会／楮原さん中国労金鳥取県推進委員会／楮原さん

6月議会の様子6月議会の様子6月議会の様子 関西広域連合議会にて関西広域連合議会にて関西広域連合議会にて

　

連
合
鳥
取
は
、８
月
24
日（
土
）、倉
吉
未
来
中
心
に
お
い
て「
連
合
鳥
取
第
９

回
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
し
た
。各
産
別
よ
り
20
歳
代
か
ら
40
歳

代
の
組
合
役
員
41
人（
内
女
性
３
人
）が
参
加
し
、労
働
組
合
の
必
要
性
と
存

在
意
義
、リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
の
た
め
の
人
間
力
に
つ
い
て
講

義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。

植樹祭のご案内
「大山ふれあいの森づくり」

植樹祭のご案内
(主催/大山横手道上ブナを育成する会) 

秋の1日大山で
ボランティア活動に参加しよう

「大山ふれあいの森づくり」

10月27日(日) 9時～12時（予定）
大山横手道上
・250 本程度の植樹作業
・大山桝水フィールドステーション
横元キャンプ場へ移動して昼食&
交流
東部・中部・西部より貸し切りバス
を予定。詳しい日程が決まり次第、
産別を通じてご案内します。
※ご家族での参加大歓迎(^O^)

と　き
ところ
内　容

その他

　

開
会
に
あ
た
り
、
五
十
嵐
会
長
が
こ
の

会
の
意
義
を
踏
ま
え
た
基
調
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
続
い
て
富
士
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
の
鈴
木
晴
彦
常
務
理
事
を
講
師
に
迎

え
、
講
義
と
２
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
「
労
働
組
合
の
意
義
と
社

会
改
革
の
原
点
」
と
し
て
働
く
者
の
権

利
、
労
働
組
合
の
必
要
性
と
存
在
価
値
、

労
働
運
動
の
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
再

確
認
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
８
班
に
分
か

れ
、
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
と

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
一
つ
目
の
テ
ー
マ
「
も
し
、

労
働
組
合
が
な
か
っ
た
ら
？
」
に
基
づ

い
て
、
３
つ
の
ケ
ー
ス
「
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
に
勤
め
て
い
る
ら
し
い
」
「
来
月
か

ら
来
な
く
て
い
い
と
言
わ
れ
た
」
「
パ

ワ
ハ
ラ
じ
ゃ
な
い
の
？
」
に
つ
い
て
、

労
働
組
合
の
な
い
会
社
に
勤
め
て
い
る

友
人
か
ら
相
談
さ
れ
た
立
場
で
対
応
策

を
話
し
合
い
ま
し
た
。
各
班
か
ら
の
発

表
は
当
事
者
と
友
人
が
会
話
す
る
ケ
ー

ス
で
行
わ
れ
、
リ
ア
ル
な
演
技
や
、
友

人
に
「
一
緒
に
連
合
に
相
談
に
行
こ

う
！
」
と
ま
と
め
て
会
場
を
沸
か
せ
た

班
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
つ
目
の
テ
ー
マ
「
リ
ー
ダ
ー
に
求

め
ら
れ
る
人
間
力
」
で
は
、
２
つ
の

ケ
ー
ス
で
の
リ
ー
ダ
ー
の
対
応
方
法
に

つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
職

場
に
お
け
る
コ
ー
チ
ン
グ
の
考
え
方
や

組
合
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
切
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
組
合
活
動

に
限
定
す
る
も
の
で
な
く
「
『
試
行
錯

誤
し
て
失
敗
か
ら
学
ぼ
う
』
と
い
う
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

動
を
起
こ
す
こ
と
で
様
々
な
環
境
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
若
手
組
合

員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
労
働
運
動
と
は
車
の
両
輪
の

「
労
金
運
動
」
お
よ
び
「
全
労
済
の
誕

生
の
経
緯
と
意
義
」
に
つ
い
て
講
義
を

行
い
ま
し
た
。
労
金
運
動
で
は
、
「
労

金
推
進
委
員
会
の
役
割
」
に
つ
い
て
鳥

取
県
推
進
委
員
会
の
楮
原
昌
宏
委
員
長

が
、
さ
ら
に
、
「
賢
い
消
費
者
を
め
ざ

そ
う
」
と
題
し
て
中
国
労
働
金
庫
倉
吉

支
店
の
山
本
健
太
さ
ん
が
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
全
労
済
運
動
に
つ
い
て
は
「
全

労
済
運
動
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
の
労
働

組
合
運
動
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
全
労
済
鳥
取
県
本
部
の
木
岡
繁

男
専
務
執
行
役
員
に
講
演
い
た
だ
き
、

全
講
義
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

閉
会
の
ま
と
め
で
は
、
連
合
鳥
取
広

報
教
育
局
の
佐
貫
局
長
が
「
有
意
義
な

会
で
あ
っ
た
。
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
は

隔
年
で
の
取
り
組
み
な
の
で
、
是
非
、

各
産
別
で
も
同
様
な
セ
ミ
ナ
ー
を
持
っ

て
欲
し
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　連合鳥取は「第９回執行委員会
（2013.8.22）」において、今年10月
６日投開票の倉吉市・北栄町議会
議員選挙に左記の予定候補者を推
薦することを決定しました。 
　組合員のみなさまはもとより、ご
家族、友人、知人のみなさまからの
ご支援をよろしくお願いします。 

連合鳥取 第21回定期大会 11月22日（金）開催予定

　今年４月21日に実施された湯梨浜町議会議員選挙で当選された 酒井幸雄 さんについて、ＪＡＭ山陰より
「ＪＡＭの組織内議員とする」旨の報告と、「連合鳥取推薦議員としての取り扱い」の要請がありました。
　「第９回執行委員会（2013.8.22）」で協議の結果、「推薦議員」とすることを決定いたしました。
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